
自治会のワゴン車で外出を支援 ふれあい・いきいきサロンを支援 

　市社協では、「地域住民の参加と支えあいによる福祉のまちづくり」の実現に向け、自治会など
を通じてご協力いただいた賛助会費や共同募金で地域の福祉活動を支援しています。 
　皆さんの自治会加入が地域を元気にする原動力になります！ 
〈自治会に関する問い合わせ〉 
　相模原市自治会連合会事務局　電話・FAX 042-753-3419

地域の笑顔をつなぎます 
―自治会が取り組む福祉活動を紹介― 

　「話し相手がいなくて寂しい」「高齢になったので車の運転も心配で」「子育ての悩み
を相談したい」…。皆さんの住む地域では、このような声に応えようと、地区社会福祉
協議会や自治会、民生委員・児童委員等が連携・協力して、さまざまな取り組みを行っ
ています。今回は、その中でも自治会が取り組む福祉活動の一例を紹介します。 

ふれあい・いきいきサロンを支援 
～大野中地区西大沼二丁目自治会～ 

　西大沼二丁目自治会館を利用して行っているふれあい・
いきいきサロン「西二ふれ愛サロン」は、毎月の開催に常
時30人ほどの高齢者が集まり、おしゃべりやゲームなど、
楽しいひとときを過ごしています。 
「参加者の方々は、笑顔でいきいきしています。このよう
なサロンに対して自治会の協力をいただき助かっています。」
とサロン代表の大久保さん。会場である自治会館の貸し出
しのほか、担い手や参加者の募集、そして運営にかかる経
費を助成するなど自治会が支援しています。 

自治会のワゴン車で外出を支援 
～城山町地区久保沢自治会～ 

　久保沢自治会では、自治会で購入したワゴン車を有効に
活用しようと、自治会に加入している方を対象に1人では
外出が困難な高齢者や病気の方などの送迎を行っています。 
　「利用者の大半は高齢者。移動時の交通手段は地域住民
の問題でもあり、みんなで支えあうことが必要と感じてい
ます。」と取りまとめ役の押田さん。このような活動が他
の地域にも広がることが押田さんの願いです。 
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「市社会福祉協議会」は、
皆さんの参加と支えあいで
福祉のまちづくりを進める
社会福祉法に位置付けられた
民間の福祉団体です。

〈発行〉社会福祉
法　　人 相模原市社会福祉協議会

〒229－0036 相模原市富士見6丁目1番20号
市立あじさい会館内

� 042（756）5034�　　FAX 042（759）4382

ホームページ　http://www.sagamiharashishakyo.or.jp/
Eメール　info@sagamiharashishakyo.or.jp

本紙は、奇数月20日発行です。

「こんなときどうするの!?」
「こんな活動してみたい」

福祉に関する情報やボランティア募集など
新聞以外でもいろいろ分かります！

「こんなときどうするの!?」
「こんな活動してみたい」

福祉に関する情報やボランティア募集など
新聞以外でもいろいろ分かります！

～市社協ホームページで最新の福祉情報をお届け！～
http://www.sagamiharashishakyo.or.jp/

～マンガで楽しく福祉を読もう～　　秋　竜山 著「　　　　　　　　」第1～19巻 無料配布中！

携帯版ホーム
ページはこちら
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市内には、22か所の地区社会福祉協議会、通称「地区社協」があります。地区社協は、地域住
民の皆さんによって運営されており、その地域に必要とされるさまざまな福祉事業を行っています。
各地区の地区社協の特徴や主な取り組みを毎号シリーズで紹介しています。今回のテーマ

は「地区社協PR」です。

横山地区社協「大切なのは伝えること！住民、そして子ども達へ」 

問合せ：横山地区社会福祉協議会  電話 042－756－1555（横山公民館内） 

　多くの団体が関わる地区社協活動。さまざまな取り組みを通して福祉への理解を
進めることは、地区社協の大切な役割です。横山地区社協（岸義吉会長）では、近年
特に広報・啓発に力を注いでいます。 

　「昨年度はほぼ2ヶ月に1回のペースで広報紙を発行し、身近な福祉情報の提供
に努めました。」と岸会長。タイムリーな情報を提供できるよう発行までの時間を短
くするために、パソコンから直接プリンターで印刷。地区自治会連合会の協力を得
て回覧で配布しています。 

　地域の未来を担う子ども達に向け、中学生向け
の福祉講座を実施。今年度は中学校区が重なる
清新地区社協との共催で開催しました。2日間の
講座の中では、車いす体験や、高齢者疑似体験を
行い、約60名が参加しました。また、4月から中学
生となる、小学6年生を対象に救命講習の講座を
開催しました。 

　取り組みの背景としては、「子ども会等で地域とつながっていた子ども達が、
中学入学とともに地域活動から離れてしまいがちになるという課題があったか
らです。福祉講座が種なら、広報は肥料のようなもの。多くの方が地域福祉に
参加いただくためには身体で感じ、そして目に見えることが大切だと考えてい
ます。」と岸会長。ゆっくりではありますが、地域に「ふくし」の種が蒔かれ、豊
かな実りが近づいています。 

みんなに伝える！身近な「ふくし」 

子ども達に伝えたい　わたしたちの「ふくし」 

小学6年生を対象とした救命救急講習会 

相武台地区社協「さまざまな場面で社協をＰＲ！」 

問合せ：相武台地区社会福祉協議会  電話046－251－5373（相武台出張所内） 

　「地域住民の参加と支えあいによる福祉のまちづくり」を基本理念とする相武台
地区社協（津田啓子会長）。多くの方にまず地区社協自体を知っていただくことが必
要とＰＲ活動に力を入れています。 

　七夕フェアは年１回のイベントですが、それ以外にも地区社協の活動を地域の方
々に伝えられるように公民館ロビーに「地区社協掲示板」を設け、行事のお知らせ
やイベントの報告などを掲示しています。 
　さらに、地域の盆踊りやお祭りなどに模擬店を出店し、地区社協活動をPRする
他、自主財源の確保を兼ねた活動も行っています。 
　さまざまな機会に地区社協をＰＲし、多くの方が地区社協を知っている地域とな
るような取り組みを今後も推進していきます。 

　今年度新たに取り組んだものとして、公
民館を会場に車いす体験コーナーや、昔遊
びコーナーなど、誰もが気軽に楽しめるプ
ログラムを中心にした「福祉のつどい七夕
フェア」が挙げられます。当日はおそろい
の黄色いリボンをつけた地区社協会員の
方々が各コーナーの担当として大活躍。特
に力を入れたのは「地区社協活動紹介コー

ナー」です。高齢者交流会・福祉講座・子育て広場等の行事をたくさんの写真で
紹介。また、保育園・病院・公園など地域の子育て支援情報が一目でわかる「相武
台マップ」も好評でした。 

新たに「福祉のつどい」を開催 

公民館内に地区社協掲示版を設置  地域のイベントでのPRも 

Vol.10

保健保健と福祉福祉のライブラリー 福祉機器展示室福祉機器展示室 保健保健と福祉福祉のライブラリー 福祉機器展示室福祉機器展示室 保健と福祉のライブラリー 
保健・医療・福祉関係の図書が2万3千冊以上！ 

[問合せ]　保健と福祉のライブラリー 
　　　　　ウェルネスさがみはら１階 
　　　　　電話 042-769-8275　　FAX 042-786-7665

[問合せ]　福祉機器展示室 
　　　　　ウェルネスさがみはら2階 
　　　　　電話 042-769-8274　　FAX 042-756-5760

1階 

　保健・医療・福祉関係の図書やビデオ、雑誌の他、視覚に障害のある
方に対して点字・拡大・録音図書などの貸し出しも行っています。これ
らは市内の図書館、公民館図書室などで使用されている「貸出券」で共
通利用できます。 

福祉機器展示室 
最適の福祉用具が見つけられる！ 

2階 

　車いすやシャワーチェアなどの福祉用具を常時350点以上展示して
います。また展示していないものでも、カタログでご紹介。一人ひとり
に適した福祉用具をご紹介する相談窓口です。 

　車いす・介護ベッド・エアマットの
賃貸料を3ヶ月間半額助成します。
レンタル契約は指定業者との直接
契約になります。 

　手話、ボランティア、福祉の資格に関する本など
があり、小・中学生の福祉学習にも利用できます。
また児童図書のコーナーも。「絵本や育児関係の
雑誌、料理の本もあって、よく利用しています。」
とはお子さん連れのお母さんの声です。 

　視覚に障害のある方のための点字・拡大・
録音図書は5千冊以上を所蔵。所蔵していな
いものについては、全国の点字図書館とのネ
ットワークを利用して、検索、貸出を行ってい
ます。また希望者には点字・録音図書等を紹
介したライブラリー情報（点字・録音版）を年
3回提供しています。 

★福祉関係の本が充実！ 

★目の不自由な方への図書サービス 

★体験もできます！ 

　車いす等の貸出しや賃貸料の助成も行っています。「車いすを借りて、
田舎から遊びに来た母と一緒に出掛ける際に役立ちました。」と利用され
た方から好評です。 

★福祉用具の無料貸出や賃貸料の助成も実施！ 

　ライブラリーに所蔵されている資料は私達の貴重な財産ですので、閲覧・保
管を丁寧に扱ってください。また一定期間返却しない人に対しては、返却され
るまで新たな貸出しや予約の利用が停止されますので、ご留意ください。 

★扱いは丁寧に　返却期限日はお守り下さい 

無料貸出 賃貸料の半額助成 

車いす　2週間以内 
歩行器　1週間以内 
多点杖　1週間以内 
松葉杖　2ヶ月以内 

役立つ福祉情報が見つけられる！ 
～ウェルネスさがみはらの2施設を紹介～ 

土・日・祝日も 
利用できる 

　市社協ではウェルネスさがみはら内にある
「保健と福祉のライブラリー」と「福祉機器
展示室」の2つの施設を運営しています。 

　展示している福祉用具は試用や
体験もできます。見て、触って、体
験して･･･いろいろな機
器の中から手にとって見
てください。 
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「おかんの会」で「おかんの会」で「おかんの会」で「おかんの会」で「おかんの会」で
　発達障害の子ども（主に就学前～中学生）を育てているお母さ
んたちが自主的に集まっておしゃべりをする「おかんの会」が発
足し今年から活動が始まっています。（予約の必要はありません。）

　発達障害児が通う学級の先生たちは、子どもへのより良い支援方法を模索
しています。実際に先生の対応に感謝する家族からの声もありました。しかし
専門家や支援者のみの取り組みだけでは不十分です。大切なことは、周囲の
一人ひとりがAＤＨＤ、アスペルガー症候群、ＬＤなどの発達障害があること、
その障害により生活しづらいと感じる子どもや家族がいることをまず知ること
ではないかと思います。

こ

「おかんの会」での様子

〔個　人〕
▼社会福祉のために　佐藤榮一（小山）、村田百合子（光が
丘）、川原勝郎（大野北）、渡部久美子（大野中）、矢沢

守（大沢）、（故）橋本金五郎様遺言執行者松島亀雄（上

溝）、馬嶋洋一（麻溝）、飯田利宇（相模台）、匿名6件
▼高齢者福祉のために　吉田ヤヱ（大野北）
▼障害福祉のために 匿名2件
▼交通遺児のために 金子幸輔（光が丘）、吉田　稟（大

野北）、匿名1件
▼少年院図書代のために　河本　一（大野北）
〔企業・団体〕
▼社会福祉のために　㈱ア・ドマニー（小山）、㈲ケアス
タッフサービス、相模原商工会議所・相模原法人会（中

央）、相模原市民謡協会（星が丘）、相模原協同病院、相

模原モラロジー事務所（橋本）、車イス社交ダンス普及会

相模原支部、（社団）神奈川県エルピーガス協会相模原支

部、ビバーチェ共和店、相模原市ダンススポーツ連盟、

淵野辺小学校PTA（大野北）、相模原市パン菓子工業組

合（大野中）、相模原鹿沼球友会（大野南）、相和病院職

員一同、相和病院（大沢）、塩田ホームフリーマーケッ

ト実行委員会、キャタピラージャパン労働組合相模地区、

キャタピラージャパン労働組合相模地区アクティブハー

ト、キャタピラージャパン・システムサービス労働組合

（田名）、（社団）神奈川県柔道整復師会相模支部（麻溝）、

静雅書道会　武相地区（相模）、KYB労働組合、北里大

学東病院、北里大学病院、はせがわ相模大野店（相模台）、

東林間商店街振興組合、東海大学付属相模高等学校・中

等部（東林）、相模野カントリー倶楽部、音舞多弦謡会

（城山）、津久井観光協会、むぐら会（茶道）、富士塚を守

る会（津久井）、横河電機労働組合、㈱スーパーアルプ

スお客様一同、㈱スーパーアルプス、相模カラオケ同好

会（市外）、匿名2件
▼高齢者福祉のために 平成20年度あじさい大学健康課9

生徒一同（津久井）
▼交通遺児のために 相模原交通安全協会青葉支部（光が

丘）、大野北地区交通安全母の会（大野北）、匿名1件　　
▼あじさい基金のために 福祉と環境を考える「青い鳥」

（津久井）

〔個　人〕
▼日用品 中山秋子（津久井）、矢沢　守（大沢）、小野

澤住子（相模湖）
▼福祉用具　輿水節子（光が丘）
〔企業・団体〕
▼日用品　相模原市地域婦人団体連絡協議会（光が丘）
▼チケット　コロムビア星有子音楽事務所（橋本）、㈱F・
コミュニケーション（市外）

▼電気製品中田屋株式会社（橋本） ▼お手玉匿名1件

寄付物品
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市社会福祉協議会には、市民の皆様から多く
の寄付が寄せられ、福祉の向上に役立たせてい
ただいています。
「地域住民の参加と支えあいによる福祉のま

ちづくり」を実現するため、ひとりでも多くの
方のご協力をお待ちしております。
平成20年12月1日から平成21年1月31日まで

にご寄付を寄せられた方は、次のとおりです。
敬称略・順不同（）内は、地区名

～たくさんのご寄付をありがとうございます～

寄付金
あじさい会館か会館からのお知らせ あじさい会館か会館からのお知らせ あじさい会館からのお知らせ 

■あじさい会館■ 

大和室 

第1和室 

第2和室 

第3和室 

4,000円 

1,500円 

900円 

900円 

施設名 現行利用料金 

5,000円 

1,850円 

1,100円 

1,100円 

改定後の利用料金 

バリアフリー映画上映会（日本語字幕＋音声ガイド付き） 

『西の魔女が死んだ』（邦画） 

日　時　3月22日（日）第1部 午前9時45分～  第2部 午後1時30分～ 
定　員　各350名（先着順）※希望者は直接会場へ 
場　所　相模原市立あじさい会館･ホール 
費　用　一般：500円　　高校生以下：無料 
保　育　2歳以上未就学児まで(申込順・要予約) 
問合せ　あじさい会館（受付時間午前9時～午後5時） 
　　　　TEL 042-759-3963　FAX 042-759-4815

あじさい会館・南保健福祉センター施設利用料金の改定について（お知らせ） 
　平成21年4月1日以降の申請分から「下記施設の夜間利用料金について、改定させて
いただきます。 

（利用時間　午後5時～10時） 
■南保健福祉センター■ 

高齢者 
交流室 

情報交換 
ルーム 

1,800円 

 

1,000円 

施設名 

2,250円 

 

1,250円 

（利用時間　午後5時～10時） 

現行利用料金 改定後の利用料金 

障害のある方も 
一緒に楽しめる 
映画です 

/

（弁護士による権利擁護相談） 法 律 相 談法 律 相 談  法 律 相 談法 律 相 談  法 律 相 談  
～ 相談は個別、無料です。秘密は守ります！～ 

開設日時　4月23日(木)・5月28日(木) 午後1時20分～4時 
　　　　　　（お一人の相談時間は40分間です） 

場　　所　あじさい会館6階　権利擁護相談室 
対　　象　高齢者・障害者とその家族 
予約受付時間　月～金曜日　午前8時30分～午後5時 
　　　　   （事前に電話予約をしてください） 
申込み・問合せ　相模原あんしんセンター　電話 042-756-5034

法律相談 

・・・・・・・ 
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○アフリカへ毛布をおくる運動に
ご協力を～尊い命を救うために～

○拡大写本体験講座 受講生募集！
日　時 4月23日(木)

午前10時～正午
場　所 相模原市民会館第2中会議室
定　員 20名
内　容 教科書の文字が小さくて読

みにくい、弱視の子どもた
ちのために、大きな文字の
教科書作りを体験します。

参加費 無　料
申込み はがきに住所、氏名、電話

番号を記入の上、相模原
ボランティア協会（相模
原市富士見6-1-20 あじさ
い会館内）あてに4月16日
（木）必着

問合せ 相模原市点訳赤十字奉仕団
拡大写本部会　担当 嶋田
電話 042-733-1229

○障害者地域作業所
生きがいホームこすもす作業所
非常勤職員募集！
日　時 月～金曜日午前9時～午後

4時週 2～3回程度（応相談）
場　所 生きがいホームこすもす作

業所（緑が丘1-34-29）
内　容 知的障害者の日中活動の

介助・支援等
賃　金 時給770円～
問合せ 生きがいホームこすもす作業所

電話042-750-5135

○チャオデイサービスセンター
ボランティア募集
日　時 月～土曜日　午前9時30分

～午後4時までの間で活動
できる時間

場　所 チャオデイサービスセンター
（相模原4-17-14 エスプラザ
ビル2階）

内　容 高齢者デイサービスの補助
（トランプやオセロ等のゲー
ムやお話しの相手）お茶だ
し、ドライヤーかけ

問合せ チャオデイサービスセンター
担当　樋口、添田
電話 042-776-0908

○一緒にボランティア活動
しませんか！
障害者や高齢者が安心して楽しく

生活できるようお手伝いしてくださ
る人や、自分の趣味や特技を社会に
役立てたいと考えている人は、是非
会員としてご登録ください。
対　象 高校生以上
費　用 年会費1,500円
問合せ 相模原ボランティア協会

電話042-759-7982

期　間 4月1日(水)～5月22日(金) 
内　容 厳しい状況のアフリカの

人々には、生命をつなぐ
一枚の毛布が必要です。
輸送費900円もご協力お願
いします。

問合せ 相模原けやきの会
電話 042-776-7340

第36回市民桜まつりは 
“みんないい 
ひとを見た！” 
とお声をかけて 
ください けやき会館隣の広場へ！ 

　4月4日（土）・5日（日）に開催する
第36回市民桜まつりにて、けやき会
館隣の会場（市社協公用車駐車場）を
中心に、地区社協・地区ボランティア
グループが活動の紹介を兼ねて模擬
店を出店します。 
 
 
 
 
　市社協では、両日、会場内の本部へ
「“みんないいひと”を見た！」と声を
かけて頂いた方先着50名様に素敵
なプレゼントをご用意しています。 

両日先着50名様に 
　　素敵なプレゼント！ 

市役所 

市民会館 

商工会議所 総合学習 
センター 

県相模原合同庁舎 

あじさい会館 
けやき会館 

市役所前 

ウェルネスさがみはら 

至上溝 

会 場 

社会福祉協議会関係施設の休館日社会福祉協議会関係施設の休館日 社会福祉協議会関係施設の休館日社会福祉協議会関係施設の休館日 社会福祉協議会関係施設の休館日 
あじさい会館　5月18日（月） 

市社協相模湖町地域事務所が移転します 市社協相模湖町地域事務所が移転します 
◆ 4月1日(水)に「さがみ湖リフレッシュセンター」から 

『相模湖総合事務所3階』に移転します。 
住　所：〒229-0192(庁舎専用) 
　　　　相模原市相模湖町与瀬896　相模湖総合事務所3階 
電話・FAX番号が下記に変わります。 
電　話：042-649-0202　FAX：042-649-0200

福祉活動団体へ助成～応募団体を募集！～ 
　相模原市内で高齢者・障害者等への支援を行っているボランティ
アグループ、障害のある方やその家族等で構成する当事者の団体を
対象に、活動にかかる事業経費の助成を行います。 

○活動実績が2年以上のボランティアグループ 
○障害のある方やその家族等で構成される当事者の団体 

１団体15万円を上限とし事業にかかる経費の3分の2を
助成します。 

対象となる団体は？ 

○ボランティアグループが広く市民向けに行う研修、広報等啓発事業、調
査研究事業等の経費 
○障害者、難病患者等の当事者団体が会員向けに行う研修、市民向けの
広報、地域との交流事業等の経費 
○これから当事者団体を立ち上げるための準備経費 

＜申込み・締め切り＞ 
　市内各ボランティアセンターで配布する助成要項・申込書へ記入の上
4月24日（金）までに提出。（助成内容詳細は、市社協ホームページ
(http://www.sagamiharashishakyo.or.jp)でも閲覧できます。） 

＜問合せ＞ 
　ボランティアセンター（あじさい会館4階） 
　電話 042-786-6181　ＦＡＸ 042-786-6182

助成の対象となる経費は？ 

�定　員：各会場20名（同じ内容です） �受講料：無　料
�申込み：ボランティアセンターまで　電話 042-786-6181

①4月23日（木）

②4月25日（土）

③5月21日（木）

④5月23日（土）

午後1時30分～3時30分

午後1時30分～3時30分

午後1時30分～3時30分

午後1時30分～3時30分

南保健福祉センターボランティア活動室

あじさい会館福祉研修室

あじさい会館福祉研修室

南保健福祉センターボランティア活動室

内　容場　所時　間開催日

ボランティ
アとしての
基礎知識と
実際の活動
を紹介

ボランティアセミナー
ボランティア活動を始めたいと考えている初心者のために




